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第三主主においてはタくの夫船fi~ jJ に対し，第二立に述べた )-j針を i出胤して jffi水述ノJ ならびに停止位置の
予測を行なしト卜分な信頼性のあることを確証しあわせて各種計測装置の比較検討を行なっている口
第四章においてはjiUk台摩擦抵抗について特にボール進水とれIIJl旨進水との特性比較を行ーない， その結果








の口的には ~!;IJ!li)J }111の街望荷主は，その配置方法により無視できること ~S~を指摘している。 さらに進水辺助
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たものといえよう Q よって本論文は学位論ぷとして価値あるものと d、める口
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